
地域再生計画：音楽と福祉のまちづくり ～官民一体となり「音楽の力」で地域課題に取り組む地方創生プロジェクト～

・地方からの文化発信の象徴として有名なバッハホールを有する本町では、音楽を人づくりと捉え、まちづくりに音楽を取り入れています。

・本町は少子高齢化の進展、進学就職による転出超過による人口減少が小学校の廃校などの起因となり、地域活力を損なう大きな要因となっています。

・本計画では、地域活力の再生に音楽を取り入れ、廃校した小学校施設に音楽を仕事に結びつける教育施設を誘致することで、新たな人の流れ（移住・交流人口）を生み出し、

将来的に地域経済に貢献し得る音楽産業の創出と、民間の力を活用した遊休公共施設の利活用を図ります。

・また、音楽とスローライフの組み合わせや、空き店舗を活用した起業支援、他の地域と差別化された音楽による福祉サービスの提供など、音楽を基軸とした雇用の創出と住民

福祉の向上から定住人口の増加に取り組みます。

計
画
の
概
要

計画終期（将来像）

２０２０年度

開校３年目／全学年在籍

２０１９年度

開校２年目

２０１８年度

宮城キャンパス開校

２０１７年度

スタートアップ／準備期

２０１６年度

・廃校改修

・音楽技能習得施設条例

・施設の利用許可（議決事項）

（加速）ツアー、マスコミ広報

（加速）教材用備品の整備

（推進）交流事業、シンポジウム

（推進）啓発印刷物作成

（推進）送迎バス購入（無償貸与）

地域再生計画策定

２０１５年度

・分校新設基本協定締結

（上乗）分校周知交流事業

（上乗）教材用備品の整備

（上乗）町民派遣事業

（戦略）施設改修設計

これまでの取組 今後の取組・課題

国の

支援措置

・第１期生 ２０名入学

・学生移住 ９名

（町）音楽のまちづくり業務委託

・リトミックコンサート

・若返りリトミック

・幼児リトミック

（町）ふるさと就学応援事業

・地域商品券（２０千円）

・家賃補助（６０千円）

事業収入

地方創生上乗せ交付金

地域再生戦略交付金

学校施設の財産処分の弾力化

地方創生加速化交付金

地方創生推進交付金

・使用料 171千円

・使用料 2,052千円，光熱水費 ・使用料 2,052千円，光熱水費 ・使用料 2,071千円，光熱水費 ・使用料 3,300千円，光熱水費

・第２期生 １８名入学

・学生移住 １５名

（町）音楽のまちづくり業務委託

・リトミックコンサート

・若返りリトミック

・幼児リトミック

（町）ふるさと就学応援事業

・地域商品券（２０千円）

・家賃補助（６０千円）

・第３期生 ４１名入学

・学生移住 ３１名

（町）音楽のまちづくり業務委託

・若返りリトミック

・幼児リトミック

（町）ふるさと就学応援事業

・地域商品券（２０千円）

・家賃補助（６０千円）

・音楽の仕事を志す若者等の移住

・音楽や農的暮らしをキーワード

にした交流・関係人口の増加

・楽器工房の立ち上げ

・音楽による福祉サービスの提供

・働きながら音楽活動の継続

【検討】施設管理の在り方

施設の利用許可 ⇒ 指定管理委託の導入（管理裁量権の付与）

公的不動産有効活用モデル
事例（国土交通省省）

平成２９年度地域創造大賞
（総務大臣賞）

廃校活用プロジェクト優良
事例（文部科学省）

音楽による新たな人の循環と仕事を生み出し、

持続可能な地域を実現

課題

2014.3 上多田川小学校閉校

2015.3 上多田川小学校跡地利活用に
関する報告書

※音楽教育施設として跡地利用を検討

インプット（構想・施設整備）に対するアウト
カム（人口対策）の達成

・関係者の移住の促進と関係人口・定住人口の確保

・音楽のモノづくり人材が活躍できる環境整備

・音楽福祉サービスの定着

地域再生計画に関する重要業績評価指標 期末目標値 2015年度 2016年度 2017年度 2018年度 2019年度 2020年度

生産年齢人口数（対社人研推計値）
対社人
研推計
280人増

実績 12,650人 12,334人

目標値 13,256人 12,998人 12,741人 12,483人 12,226人 11,968人

社人研推計 13,256人 12,942人 12,629人 12,315人 12,002人 11,688人

町内に住所を有する関係者数 93人 － 4 （4） 16 （29） 28 （58） 49 （82） （93人）

空き店舗を活用した音楽に関する起業数 3件 － － 0 （0） 0 （0） 0 （0） （3件）

音楽サービスを提供する福祉事業所数 15事業所 － － 2 （1） 8 （5） 9 （10） （15）


